
 

 

別紙 工事成績採点の考査項目別運用表 「安全対策推進方針追加」 

 

安全対策推進方針の重点的安全対策項目については、取り組み内容を施工計画書に具体的・的

確に記載され実施された場合は、評価対象項目□その他は該当評価対象項目数として扱います。 

チェック項目「・」が複数の場合、○マーク数がチェック項目総数の2／3以上であれば、評価対

象項目□その他にレ点を記入し、該当評価対象項目数として扱います。 

 

評定者 考査項目・細別 評価対象項目□にレ点を記入し、該当とする。 

検査職員 
２．施工状況 

Ⅰ施工管理 

□その他（十日町市安全対策推進方針の重点的対策項目について、

取り組み内容を施工計画書に具体的・的確に記載され実施されこと

が確認できる。） 

 ・「はしご」及び「脚立」の作業前点検を徹底し、安衛則第527条

及び第528条の規定を順守している。 

・足場組立・解体時等の施工に当たっては、「足場からの墜落・

転落災害防止総合対策推進要綱」及び「手すり先行工法等に関

するガイドライン」を遵守し、墜落制止用器具（安全帯）を使

用するための親綱等の墜落防止設備を設置し、安全な足場環境

を整備している。 

 ・転倒災害防止チェックリストを活用した現場巡視、現場環境の

改善や作業従事者の意識啓発等の転倒災害防止対策を実施して

いる。又、積雪、凍結時に転倒のおそれのある箇所の事前確認

を実施している。 

 ・車両系建設機械等を用いて作業を行うときは、使用する機械の

種類、能力、運行経路及び作業の方法等を示した作業計画書を

作成し、これに基づき作業を実施している。 

 ・車両系建設機械を用いて荷の吊り上げ作業を行なう場合には、

適切な吊り上げ用器具を取付け、合図者の指名及びその者によ

る合図の実施等、安衛則第164条の規定を順守している。 

 ・架空線等上空施設や地下埋設物件については、目印表示等による

位置の明示を行い、作業員に周知している。 

 ・熱中症の予防のため、暑さ対策や予防のための衛生教育など適

切な作業環境管理を行っている。 

 

 

 

●判断基準 評価値が９０％以上……………………………ａ 

      評価値が８０％以上～９０％未満……………ｂ 

      評価値が６０％以上～８０％未満……………ｃ 

      評価値が６０％未満……………………………ｄ 

 ※評価対象項目数が２項目以下の場合は、ｃ評価とする。 

【評価方法】① チェック項目「・」のうち、評価の対象としない項目は削除する。 

② 評価対象項目「□」その他は、評価対象項目の下欄のチェック項目「・」が複数の場合、○マーク数がチェック

項目総数の2／3以上であれば、□に「レ点」を記入する。  ⇒（該当していることを明示） 

      評価値（  ％）＝該当評価対象項目数（   ）／評価対象項目数（   ） 


